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七つの里七ヶ宿小学校
学校だより

【学校教育目標】　　かしこく、やさしく、たくましい児童の育成

㉑

望湖克己学館だより
【学校教育目標】　「確かな学力と豊かな人間性を身につけ、志をもち、たくましく生きる生徒の育成」

七ヶ宿中学校

広報しちかしゅくNo.735令和４年４月１日号

祝卒業！７名の卒業生が巣立ちました
　３月に入ってから暖かい日が続きましたが、卒業式当日は一転雪模様の空となりました。しかし、そんな
天気を忘れるくらいに心のこもった温かい雰囲気の中で卒業式を行うことができました。卒業生にとって、
小学校生活最後の１年間は、新型コロナウイルス感染症対策とともに送ってきた学校生活でした。そのよう
な制限のある中でも、授業や行事に前向きに取り組み、最高学年として七ヶ宿小学校をリードしてくれまし
た。卒業式では、その成長した姿を保護者の皆様にしっかりと見せることができました。卒業生の進学後の
活躍を楽しみにしています。そして、地域の皆様、保護者の皆様のおかげで無事卒業式を迎えることができ
ましたことに感謝申し上げます。

　東日本大震災から今年で11年を迎えました。学校では３月11日に鎮魂集会を開
き、安全担当主幹教諭からの講話を実施しました。児童作文集「作文みやぎ」に掲載
されている作文を紹介し、震災当時の思いや願いについて考える機会を作りました。
今の小学生にとっては記憶にない出来事です。我々大人が子供たちに伝えていく必
要性を改めて感じる行事となりました。

震災から11年　鎮魂集会

　３月２日に６年生を送る会を行いました。この１年間、６
年生は学校行事や縦割り活動など様々な場面で頼もしい姿を
見せてくれました。下級生を励ましたり助けたりする姿は最
上級生として大変立派でした。そんな６年生に感謝の気持ち
を込めて準備した送る会は、優しさがあふれたすばらしい会
となりました。５年生が中心になって準備を進め、リーダー
シップを発揮する場にもなりました。６年生も安心して中学
校に進学することができるでしょう。

ありがとう６年生！卒業おめでとう！

２年生は練習したダンス
を元気に披露しました！

６年生から在校生に一人ず
つのメッセージ！

５・６年一緒に演奏して、伝
統の和太鼓を引継ぎました

５年生準備のゲーム！全校
で盛り上がりました！

３・４年生から６年生一人
一人にプレゼントです！

送る会の進行を立派に
務めた５年生！

　3月12日（土）に第25回卒業式が七ヶ宿町長小関幸一様、七ヶ宿小学校長小野雅行様、本校父母教師会会
長佐藤克幸様のご臨席の下、盛大かつ厳粛に行われました。
　卒業生は、氏家璃來さん、小山愛結さん、今野かれんさん、須井桃香さん、髙橋明日香さん、田部なつみ
さん、永倉百笑さんの７名。担任からの呼名に大きな声で返事をして、校長から卒業証書を受け取りました。

　３月８日（火）に３年生を送る会が行われまし
た。これまでお世話になった３年生に感謝の気
持ちを表そうと、実行委員長の品田晴也くんを
中心に12月から実行委員会を立ち上げ、準備
してきました。
　最初に４つのグループに分かれてゲームを行
いました。卒業生、在校生、そして先生方も入っ
てのゲームは大いに盛り上がりました。次に３
年間の中学校生活をスライドにまとめての上映
会。映像が流れると大きな歓声をあげていまし
た。他にもお世話になった先生が動画で登場す
る場面や在校生から心のこもった手作りのプレ
ゼントがありました。
　最後に３年生からの一言では、「このような
会を準備してくれてありがとう」「泣かないっ
て決めていたのに」と涙ながらに話す様子が見
られ、素晴らしい３年生を送る会となりました。

令和3年度第25回卒業式　～夢と希望を持って新たなステージへ～

3年生を送る会
～笑いあり、感動あり、涙あり～

　式辞では、校長から次のメッセージが送られました。
「皆さんは、この３年間、学業をはじめ、部活動、各種
コンクールにおいて、素晴らしい成果を収め、七ヶ宿中
学校の歴史に25ページ目を書き加えてくれました。
　この節目にあたり、皆さんに次の言葉を紹介します。

『艱難（かんなん）汝を玉にす』ということわざです。「困
難に出会い、苦しみ悩むことは、あなたを光り輝く宝石
にする」という意味です。人生には、嬉しいことや楽し
いことがたくさんあります。そういう壁にぶつかったと
きに、前向きに立ち向かっていく意志や乗り越えようと
努力することがとても大切になります。皆さんの人生は
ようやく15年。様々な困難を克服し、汝を磨いて、よ
うやく少し光出したところでしょうか。これから苦しい
ことや辛いと思うことがあると思います。そんな時には、
この『艱難汝を玉にす』を思い出して、前向きに壁に立ち
向かってください。」
　卒業生代表の永倉百笑さんが、答辞の中で、「三年間
の中学校生活を振り返ると、数えきれないほどの思いが
蘇ってきます。その中の１つはクラスメートとの思い出
です。初めは、５人で始まった中学校生活。そこに１学
年の冬に璃來くんが、２学年の秋には愛結さんが転校し
てきて、現在の７人となりました。どの行事でもまとまっ
て行動することのできるクラスの雰囲気が、私はとても
好きでした。私たちがそういう関係性になった決定的な
出来事があります。それは２年生の時に行った３年生を
送る会です。
　本番まで残り１か月を切った焦りも頂点に達したころ。
嫌なことから逃げていても何も解決しない。誰かの動き
を待つのではなく、自分から動くのだ。そう腹をくくっ
た私たちは、先輩たちのためにいい会をしたいという一
心で力を合わせて作業をすすめました。本番当日。3年
生を送る会は大成功。クラスの誰もが、大きく成長でき
た、やり切ったと心の底から思えた瞬間でした。」と思い
出を語りました。


